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その他の油圧ユニット：

油圧ユニット

接続ブロック

取付バルブブロック
バルブブロック

方向切換シートバルブ

方向切換シートバルブ

方向切換シートバルブ

アンロードバルブ

アンロードバルブ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

このコンパクト油圧ユニットは,短時間,間欠運転用で油圧
回路に加圧流体を供給します。 
基本油圧ユニットの構成：

タンク（さまざまなサイズがあります）

駆動モータ（さまざまな電源電圧やモータ出力の要求に
対応できます。）

モータシャフトにより直接駆動するラジアルピストン
ポンプまたはギアポンプ

この新しいスタイルのコンパクトユニットは,従来の油圧 
ユニットと比べて,ユニークな特徴を持っております。 
豊富な種類の接続ブロック(カタログNo. D 6905 ++)や直接 
取付できるバルブブロック(右の写真を参照)によって, 
お客様の要求に応じたカスタマイズとトータルソルーション 
が可能となりました。 
これらコンパクトポンプユニットは,工作機械,設備機械や 
一般産業機械などで幅広く用いられています。

種　類 
-1口吐出ポンプ（ラジアルピストンポンプまたはギアポンプ） 
-2口吐出ポンプ 
　高圧-高圧タイプ（H-H） 
　高圧-低圧タイプ（H-Z） 
-タンクまたはデッキプレート

電気接続 
-三相または単相 
 
運転モード 
このポンプは間欠運転S2,反復運転S3で使用できます。 
反復負荷連続運転S6はタンクの容量を多く取ることで使用でき
ます。

1口吐出 2口吐出
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MPN 404 - H 13,1 - 3x400/230 V 50 Hz	 モータ/ポンプ一体型 

MPN 48	 - HZ 8,6/21 - B110.90 - KT R 4 - CR 4 M - G 24- 270/60 - 3x400/230 V 50 Hz

MPN 44 - H 3,2 - B10.20 - DKT R 3 P - B 31/300-EM11V-13/5E4-G24 - 3x400/230 V 50 Hz 
油圧ユニット（タンク付）

モータ電圧　　接続ブロックとバルブについては  
　4.5項参照してください。

表5:   追加ポート

表6：　電気接続ical connection表2参照

 接続口径 ISO 228/1 (BSPP)

	 R

G 1/2	 G 3/4	 G 1 

D10.	 D25.	 D55. 
B10.	 B25.	 B55. 
		  B110.

追加ポート

戻りポート 
port

タンクおよび 
デッキプレート

表4:   オプション

H...	R

Z...	 ギアポンプ

IZ...	I

HH.../...	D

HZ.../...	 ラジアルピストン-ギアポンプ2口タイプ 

 	 流量形式
 	 3ページ　2.1項参照

形式 　　　　　説　明

表2:   ポンプ種類および形式

タンク形式 

B10. ..

B25. ..

B55. ..

B110. ..

タンクデッキ  
形式

D10. ..

D25. ..

D55. ..

D55. ..

全容量   
Vfilling (l)

17

37

75

100

有効油量 
Vusable (l)

10

30

55

75

接続台座 
Codings Q (l/min)

20

20, 80, 90

20, 80, 90, 160

20, 80, 90, 160

表3:	　タンクまたはタンクデッキ形式 
	 モータ,ポンプ,タンク形式は2.3項参照
	 タンクデッキ形式は2.3項,4.4項参照 
	 形式90はタイプCR4M（D7150参照）,タイプNE70（D7161参照）

表1:   基本形式,性能データ

形式　　　 説　明　　

無記号　	 オプションなし

	K  	 オイルレベルゲージ 

	S	 液面スイッチ（常時開）

	D	 液面スイッチ（常時閉）

	T	 温度スイッチ（タイプMPNWで標準）

形式例:

2.	 形式と主要データ

形式　　　	 説　明

-	　　　　　　標準（ターミナルボックス）

P	  コネクタ（ハーティング社製）

ダブルステージポンプ油圧ユニット（タンク付,タイプCR4M切換バルブ付）

　出　力　 
     (kW)

2.1

2.1

3.0

3.0

4.2

1.9

1.9

回転数
 50 Hz (rpm)

2785

1360

2815

1370

1380

2715

1375

モータ結線

　　3相 

　　単相i

形式

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

MPNW 42

MPNW 44
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 pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

0,6 0,83

0.58

1,0 1,6 2,4

2.50

420

420

0.58

420

0.58

420

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

0,9 1,25

0.88

1,5

2,5 3,6

2.58

4,3

8.45

220

420

4.84

2.42

580 400

8.54

2.40

420

4.88

2.42

420

2.1 
2.1.1 
 : MPN 48 - H 3,8 

2,8

2.02

3,3 3,8 4,4

250

8.80

220

240

240

240

240

1,8

8 8

8

525

4.22

2.08

2,45

4.84

2.85

3,2

500

450

ラジアルピストンポンプ　三相タイプ

吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

押しのけ容積

ピストン数

吐出量

吐出量

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

(l/min)

押しのけ容積

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

最高使用圧力

吐出量

吐出量

吐出量

吐出量

吐出量

吐出量

吐出量

吐出量

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

ピストン数

(l/min)



5,0 7,2 8,6 9,9 11,5 13,15,1 5,6 6,5

4.58

表７つづき

2,5 3,6

2.58

4,32,8

2.02

  2

3,3

  2

3,8

  2

4,4

  2

2,45 3,2

8表

表8：

0,6

  2

0,83

0.58

  2

1,0

  2

1,6

  2

2,4

  2

0,9 1,25

0.88

1,5 1,8

8 8

 pmax

Pu

pmax

Pu

 

g

MPNW 42

MPNW 44

225

0.58

445

pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

8.25

 80

25.02

220

8.25

200

20.04

480 285 245

4.84

420 240

240

250 225

240

5.45

240

pmax

Pu

 
 pmax

Pu

 

g

MPNW 42

MPNW 44

220

545

4.08

5.54

225

4.82

550 425

注記：

ラジアルピストンポンプ　三相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

押しのけ容積

ピストン数

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

ラジアルピストンポンプ　単相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

押しのけ容積

ピストン数

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

押しのけ容積

ピストン数

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

単相タイプは圧力をかけた状態で始動できません。（詳細は3.2項参照）
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pmax

QPu

 pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

Z 2,0 Z 2,7

2.00

Z 3,5

2.50

Z 4,5 Z 5,2

4.00

Z 6,9 Z 8,8 Z 9,8 Z 11,3

200 200 200 200 85

200

2.00

2.40

200 200

4.00

200 200 200

200

220

2.42

220 220 220 200 200 200 200 200

220 220 200 200 200 200 200 200 200

Z 14,4

200

2.1.2 
 : MPN 48 - Z 9

200

5.52

200

8.28

200

8.55

200 200

20.52

pmax

Pu

pmax

Pu

g

MPNW 42

MPNW 44

5,0 7,2 8,6 9,9 11,5 13,1

55 45 40

5,1 5,6 6,5

4.58

85

280 240

:  

:

ラジアルピストンポンプ　単相タイプ

基本形式 項　目項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

押しのけ容積

ピストン数

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

ラジアルピストンポンプ　単相タイプ

基本形式 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

ピストン径

吐出量コード

押しのけ容積

ピストン数

単相タイプは圧力をかけた状態で始動できません。（詳細は3.2項参照）

ギアポンプ　三相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

サイズ1

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)



pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

g

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

Z 45 Z 59 Z 75

50.40

Z 87

40.25

25 -

-

-

-

-

-

25 20 -

-

-

50

40.55

40 25

80

40.84

50 40

82.50

 pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

 pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

Z 6,5

4.50

Z 12,3

8.50

Z 16 Z 21 Z 24 Z 28 Z 37

80 45 40 25

200 80 55 40

200

40.00

48.00

50 40

22.82

85

Z 9,0

8.00

205
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:  

:

 pmax

Pu

 pmax

Pu

g

MPNW 42

MPNW 44

Z 2,0 Z 2,7

2.00

Z 3,5

2.50

Z 4,5 Z 5,2

4.00

Z 6,9 Z 8,8 Z 9,8 Z 11,3 Z 14,4

200 80 50

200

2.02

200 200 200 200

40

ギアポンプ　三相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量
サイズ2

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

基本形式 項　目

サイズ3
吐出量コード,押しのけ容積,圧力,
流量

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

最高使用圧力

吐出量
(l/min)

ギアポンプ　単相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

サイズ1

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

単相タイプは圧力をかけた状態で始動できません。（詳細は3.2項参照）



表10からのつづき： 

 pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

pmax

QPu

 pmax

QPu

g

MPN 42

MPN 44

MPN 46

MPN 48

MPN 404

IZ 7,5

5.40

IZ 11,9 IZ 16,2 IZ 19,2 IZ 22,9

80 55 45 40

200 80

250

250

IZ 9,1

250

250 250 240

2.1.3 内接ギアポンプ

 形式例:     MPN 404 - IZ 22,9

表11：

注記:

 pmax

Pu

 pmax

Pu

g

MPNW 42

MPNW 44

Z 6,5

4.50

Z 12,3

8.50

Z 16 Z 21 Z 24 Z 28 Z 37Z 9,0

85 45 25 20 20

200 85 55 50

ギアポンプ　単相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

サイズ2

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

単相タイプは圧力をかけた状態で始動できません。（詳細は3.2項参照）

内接ギアポンプ　三相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

サイズ2

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)

最高使用圧力

吐出量

(l/min)



2.2 

2.2.1 

: MPN 42 - H H 1,25/6,5 - B 25.20 KS 

2.2.2 

MP 404 - H Z 11,5/87 -

0,9 1,25

0.88

1,5 2,5 3,6

2.58

4,3 5,1 5,6 6,5

4.58

 

 

 

: 

:

 pmax

Pu

 
 pmax

Pu

 

g

MPNW 42

MPNW 44

IZ 7,5

5.40

IZ 11,9 IZ 16,2 IZ 19,2 IZ 22,9IZ 9,1

50 25

内接ギアポンプ　単相タイプ

基本形式 項　目 吐出量コード,押しのけ容積,圧力,流量

サイズ2

吐出量コード

押しのけ容積

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

最高使用圧力

吐出量 (l/min)

単相タイプは圧力をかけた状態で始動できません。（詳細は3.2項参照）

このポンプの詳細は2.1.1,2.1.2項を参照してください。

2列3ポンプエレメント;圧力と流量の選定は表7,8を参照してください。

吐出量コード

吐出量コード

押しのけ容積

高圧ポンプ（2-,3-,または6ポンプエレメント）については表7,8、低圧ポンプは表9を参照してください。

ギアポンプの形式は表9を参照

ラジアルポンプの形式は表7を参照
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MPN 44

MPN 48

MPN 404

B25., D25.

B55., D55.

B25., D25.

B55., D55.

B25., D25.

B55., D55.

B25., D25.

B55., D55.

20 o

20
80 o

20
80 o

o

o

20
80

20 o

20
80 o

20
80 o

20
80

20 o

20
80 o

20
80 o

20
80 o

20 o

20
80 o

20
80 o

20
80 o

H
HH

o o

o o

o

o o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

サイズ ポンプの種類

タンク　　　　形式B 
デッキプレート形式D 選

定
基
準
流
量

サイズ1 
サイズ2

+ +
サイズ3

まで

まで

まで

まで

タンク,デッキプレート選定上の注意事項

約20l/minの流量に適用
取付可能な接続ブロックの詳細はD6905 A/1, D 6905B,D6905C, D 6905TÜVを参照してください。
約80または160l/minの流量に適用
取付可能な接続ブロックの詳細はD6906を参照してください。
約90l/minの流量に適用
バルブタイプCR4（D7150）やタイプNE70（D7161）は2連ポンプで取付できます。

詳細は4.4項参照してください。



3.  
3.1 

Direction of rotation Radial piston pump - any 

  

  

H 1口吐出ポンプ 5.5

2

HH 2口吐出ポンプ

Z 2,0 

Z 2,7

Z 3,5

Z 4,5 2.0

Z 5,2

Z 6,9

Z 8,8 2.2

Z 9,8

Z 11,3

Z 14,4 2.4

Z 6,5

Z 9,0

Z 12,3

Z 16

Z 21

Z 24

Z 28

Z 37

Z 45

Z 59

Z 75

Z 87

IZ 7,5 

IZ 9,1

IZ 19,2

IZ 22,9 

 

D25. .. 2.85 

 

- - 5.5

2.8

IZ 11,9

IZ 16,2

MPN 42T MPN 44 MPN 46 MPN 48 MPN 404 MPNW 42 MPNW 404

5.5

構　造 固定容量形ポンプ

デザイン バルブ制御用,ラジアルピストンポンプ（2-,3-,または6-シリンダ）またはギアポンプ

回転方向 ラジアルピストンポンプ-任意 
ギアポンプ-反時計回り（1口吐出ポンプ） 
ギアポンプ-時計回り（2口吐出ポンプ） 
（回転方向は吐出量のチェックで確認してください。三相交流モータシリーズで吐出しない場合,電源線
を2本入れ替えてください。）

取付位置 縦置き,モーターは常時油浸状態でなければなりません。詳細は5.1項参照してください。

固　定 1口吐出ポンプ　　　　-ブラケットでデッキプレートに固定 
デッキプレートタイプ -フレームまたはタンクに取り付け 
タンク　　　　　     -寸法図面を参照してください。

重量　約(kg) m=モータ+ラジアルピストンポンプ+ギアポンプ+デッキプレート+タンク+（接続ブロック）

表示形式

重量

重量 重量

ポンプエレメント数

デッキプレート タンク パンフレット接続ブロック



3.3 

 o

 o

 o

3.2 

filling 

55.0

B 25

B 55

B
MPN 42

 UN

!/

!/

 

50

 
PN 

2.5

 nN 

  
IN

 
IA N

4.8

5.4

 
cos ϕ

0.88

B
MPN 44 !/

!/

50

2.4

B
MPN 46 !/

!/

50 0.88

B
MPN 48 !/

!/

50 4.2 0.84

0.85

B

B

MPNW 42  B = 50 μF 50

MPNW 44  B 50 

B
MPN 404 !/

!/

50 4.2

5.0

5.0 0.88

圧　力 吐出ポート(出口ポート P )：ポンプ種類と吐出量に応じて異なります。2項を参照ください。 
吸入ポート(タンク内部)：大気圧,ブースト圧をかけないでください。

始動時の負荷圧 三相交流モータシリーズは,圧力 pmax 時でも始動することができます。 
単相交流モータシリーズは低い圧力で作動します。すなわちこのシリーズは無負荷でスタートさせる
よう設計されています。例えばアンロードバルブなどを用いて,モータスタート時に解放させ,スター
ト信号後約0.5~1sec遅れてバルブを遮断するようにしてください。（例えばタイマリレー等を用いて）

作動油 DIN 51524 パート1  3相当の油圧作動油；ISO VG 10  68 ,DIN 51519 
最適粘度範囲：約10  500 m㎡/s 
始動時粘度：min. 約 4; max. 約 800 m㎡/s 
生分解性作動油HEES(合成エステル)でもご使用できます。 
ただし,運転時の油温は+70℃以下に抑えてください。水をベースとした流体には適していません。 
(モータ短絡の危険性があります！) HEPG と HETG の流体では使用できません。

温　度 周囲温度：約 -40  +60°C; 作動油： -25  +80°C; ただし粘度範囲に注意! 
運転時の油温が少なくとも20℃以上高くなるのであれば,始動油温は-40℃まで許容できます。 
生分解性作動油：作動油製造メーカの指示に従ってください。パッキンの劣化等を考慮して,油温は 
+70℃を超えないようにしてください。

全容量と有効油量 タンクサイズ 全容量 有効油量

この仕様はラジアルピストンポンプとギヤポンプに適用されます。 
この駆動モータはポンプと一体になっております。1項の説明を参照してください。

接　続 HARTING社製コネクタシリーズ：ケーブル 1.5 m㎡ を用いる｡ 
ターミナルボックスシリーズ(ケーブル接続口 M20 x 1.5 ケーブルグランドはご用意ください。)

個々のポンプ（モータ/ポンプ-コンビネーション： 
リード線長さ0.6mケーブルの詳細については13ページ参照してください。 
三相：　　6 x 0.82m㎡ 
単相：　　主巻線 2 x 2.08m㎡ 
　　　　　補助巻線　2 x 2.08m㎡ 
          巻線保護スイッチ 2 x 0.52m㎡

保護等級 IP54,IEC60529,この保護等級は,正規の電気部品が同等の保護等級を持っている場合に,
このコンパクトポンプユニットに対して有効です。

安全クラス IEC61140クラスⅠ

絶縁階級 DIN VDE 0110に従い設計

4ないし3線式のスター結線された三相交流回路L1-L2-L3-MP,公称-相電圧は500VACまで

4ないし3線式のデルタ結線された三相交流回路L1-L2-L3（海外仕様）,公称-相電圧は300VACまで

単相とアースによる2線式の交流回路L-N,の公称-相電圧は300VACまで

形　式 定格電圧 周波数 定格出力 回転数 定格電流 始動電流 
比率

絶縁 
階級

力率

油圧力(pmax ·  Vg) が75%以下の時,コンデンサの容量を約30%下げる必要があります。



 

p
m

ax
i

 

+
 +

 +

  

 *

*

*

9 +

:

9

D S

}

+

+

+

: 

  *  *

補
正
係
数
 

最
高
許
容
圧
力
Pm
ax
（
表
2~
6）

に
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

定格電圧電圧範囲 
 
定格電圧以下でのご使用は
可能ですが,以下の 
"出力制限"の注記に注意し
てください!

許容電圧範囲

標準

回路電圧

使用地域で規定の供給電圧が 
許容電圧範囲を下回る場合, 
期待できる最も低い電圧で 
補正係数を算出して,最高許容圧力
を導いてください。

モータ仕様

60Hzで使用する場合,
吐出量は約20%増加し
ます!

技術データ： 
MICROTHERM社バイメタルスイッチ

信号ポイント 
最高電圧　AC

定格電流 
最大電流

接続-ターミナルボックス/HARTING社製コネクタ

温度スイッチは単相モータの巻線（保護スイッチの巻線）に
組み込まれています。

技術データ： 
負荷容量　DC/AC 
最大電流　DC/AC 
最高電圧　AC

誘導性負荷の発生は保護
回路が必要です。

別のプラグイン経由で接続
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単位mm,第一角法,寸法は予告なく変更する場合があります!

ラジアルピストンポンプ

Pポート=　　　　G1/8 ISO228/1; 
アクセサリ　　　アダプタG1/8-圧力ホース用M16x1.5 
(オプション)　　部品№30264075-00 
ケーブル長さ=　 約0.6m

ケーブル識別

3相

青 青

青

単相

紫 茶

茶 赤

赤 黒

黒

オレンジ

巻き線保護スイッチ



      
   H 2     

 MPNW 42   MPNW 44  

ギアポンプ

ギアポンプ

不明な寸法はラジアルピストン
ポンプを参照してください。

吐出ポートP, 
サクションポートS

サイズ



   H 2    

 MPNW 42   MPNW 44  

内接ギアポンプ

サイズ

圧力ポート

圧力フランジアダプタ　HAWE部品№6013 3407-00　

サクションポート

サクションフランジアダプタ　HAWE部品№6013 3407-00　
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 MPNW 42    MPNW 44

           

 MPNW 42    MPNW 44

ラジアルピストンポンプ/ギアポンプコンビネーション（高/低圧力ポンプ）

接続口径： 
P1,P3=G1/4 
      ISO 228/1 
S    =ギアポンプのサイズ 
　　  による,14ページ参照

不明な寸法はラジアルピストン
ポンプまたはギアポンプを参照
してください。 
（a,bの寸法）

ギアポンプ

ギアポンプ

サイズ
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 MPNW 42   MPNW 44

  4x #

ラジアルピストン/ラジアルピストンポンプコンビネーション（高/高圧ポンプ）

ポート　　　P1=G1/8 ISO228/1; 
アクセサリ　　　アダプタG1/8-圧力ホース用M16x1.5 
(オプション)　　部品№30264075-00 
            P3=G1/4 ISO 228/1 

不明な寸法はラジアルピストン
ポンプ参照してください。

レベルゲージ 
形式K

ドレンプラグ 取付金具

取付金具

取付面について詳細は
4.4項参照追加戻り 

ポートG1/2

a,bの寸法については4.4項参照してください。 
（取付面による）



  B25, D25  

 
4x #

 4x #

  B55, D55  

 

 
4x #

#

  

 

レベルゲージ 
形式K

ドレンプラグ

追加戻りポート

取付面について詳細は
4.4項参照

取付金具

取付金具

取付金具

レベルゲージ 
形式K

ドレンプラグ

取付面について詳細は
4.4項参照

追加戻り 
ポートG1

a,bの寸法については4.4項参照してください。 
（取付面による）

a,bの寸法については4.4項参照してください。 
（取付面による）



  B110, D55  

 
4x #

 
#

D10

  

レベルゲージ 
形式K

取付金具

ドレンプラグ

取付金具

追加戻りポート
取付面について詳細は
4.4項参照

a,bの寸法については4.4項参照してください。 
（取付面による）

お客様で用意されたタンクを使用するデッキプレートの取り付け面積

デッキプレート 用

528



D25

D55, D110

お客様で用意されたタンクを使用するデッキプレートの取り付け面積

デッキプレート

デッキプレート

用

用



#4, 4 

B(D)... .90

B(D)... .80  .160  

 Qmax  

 Qmax
       O-  NBR Shore 

 HH, HZ

#

4.4 

B(D)... .20

 H, Z

約20l/minまでのタイプ

スプリングピン

タンク/デッキプレート

タンク/デッキプレート

タンク/デッキプレート

寸法　a:デッキプレートの先端から（短手側） 
      b:カバープレートの先端から（長手側） 
      詳細は4.3項参照

ポート

ポート

表示形式 は接続ブロックC80,C81,C160,C161が使用できます。4.5項参照してください。

（約80または160l/minまでのタイプ）

(l/min)

スプリングピン 寸法　a:デッキプレートの先端から（短手側） 
      b:カバープレートの先端から（長手側） 
      詳細は4.3項参照

表示形式 はタイプCR4M,NE70のコンビネーションで使用できます。

（約90l/minまでのタイプ） 詳細情報 
アンロードバルブ　タイプNE70　D7161参照 
アンロードバルブ　タイプCR4M　D7150参照

(l/min)

寸法　a:デッキプレートの先端から（短手側） 
      b:カバープレートの先端から（長手側） 
      詳細は4.3項参照
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HAWE Hydraulikで接続

HAWE Hydraulikで接続

HAWE Hydraulikで接続

温度スイッチまたは 
液面スイッチ

単相タイプ

お客様で接続 お客様で接続

お客様で接続

お客様で接続

単相タイプ

（
青
）

（
赤
）
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黒
）
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yes no no

  <
A13/..  
A43/..

yes no no

  =A51/.. 
A61/..

   yes no no

  Ñ    ÖAS(V)1/..  
to  
AS(V)4/..

 
yes yes no

  Ñ   8
AL11(12)..

 4
yes  4 yes  4 no

  >    8A..F../.. 
AS..F../.. 
AM..F../.. 
AK..F../.. 
AL21F../..    
A...D../..  

 
 

[ [m 

[ β

 

yes  
5

yes  yes  

  Ñ    Ö

  =

AP1..  
AP3..

20 yes yes  no

AX, ASX,
APX

80 ... 450 yes no no

 
 
 

 

 

C 80
C 81
C 160 
C 161

0 ... 250
0 ... 250
0 ... 250

0 ... 80
0 ... 80

 

 
no no no

CRM4  
 

 
0 ... 8 
0 ... 80 
A d R 
0 ... 200

yes no no

NE70  
 

 
0 ... 400 

yes no no

SKC11..

SKC14..

200...400 yes yes  no

SWC1 yes yes  no

このコンパクトユニットは,接続ブロックや様々な方向切換バルブを組合せてコンp買うとな油圧装置を構成することができます。（1ペー
ジの例を参照してください。）技術データや外形寸法図は,それぞれのカタログをご覧ください。そこにはさらに詳しい形式例が載ってい
ます。

カタログNo. 基本形式 接続口径

(l/min)

圧力範囲 流量 付属オプション 接続ブロックについ
ての説明

選択可能な直
接取付できる
方向切換バル
ブブロック　
1)圧力制御

バルブ
アンロー
ドバルブ

リターン
フィルタ

単純な接続ブロック

単動単動の昇降装置
やクランプ装置用

取り付け可能
なバルブはあ
りません

圧力レンジ
あり

圧力レンジ
あり

,

アンロードバルブ付 
カタログNo.

方向切換バルブ 
一体形

2口吐出ポンプ制御用
アンロードバルブ

圧力制御バルブ付接
続ブロック

自動アンロード切換

TÜV規格認定 
圧力制御バルブ

圧力レンジ
あり

リターンフィルタ付
公称12μm,50%/絶対
30μmまたは高圧フィ
ルタ
10μm(β10=75),AL..
D../..アンロードバ
ルブ　脚注6)参照

形式や接続に
応じて

形式に応じ
た圧力レン
ジあり

電磁比例圧力制御
バルブ

配管接続用ブロック 
2口吐出ポンプ用：
C80,C160 
1口吐出ポンプ用：
C81,C161

取り付け可能
なバルブはあ
りません

高圧

高低圧回路用自動設
定アンロードバルブ

取り付け可能
なバルブはあ
りません

低圧

方向切換バルブ 
一体形

スプールバルブ 
カタログNo.

または

脚注については24ページ参照してください。
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: 接続ブロック
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方向切換バルブブロックを取り付ける場合,許容最高使用圧
力に注意してください。 
 
間欠運転のみ使用可能 
このバルブは垂直方向に向いています。 
油圧パイロット切換のアンロードバルブ 
 
形式によっては電磁比例圧力制御バルブを追加することがで
きます。 
AS..の場合,カタログNo.D7490/1のアンロードバルブ
付,AK..AM..の場合,カタログNo.D7470A/1のアンロードバル
ブ付,AL21..の場合,自動アンロード切換バルブ 
AL21D..の場合,高圧フィルタ付

AL11(12)またはAL21..上に取り付けるタイプSWR...,SWS...方
向切換バルブは,スプールからのリークがありますのであまり
適していません。 
ただし,この影響はアキュムレータを取り付ければ最小に抑え
られます。 
電磁比例ソレノイドを無励磁にするとアンロードバルブとし
て利用可能（Δp=5bar） 
操作方法や切換シンボルにより異なります。 
中立位置でP→R接続のスプールの場合 
 
圧力制御バルブ　カタログNo.D7000E/1,2/2-方向切換バルブ 
カタログNo.D7490/1,オプション,チェックバルブ　カタログ
No.D7445

お客様でご用意されたタンクの選定は有効油量を除いてもモーターが常に油浸状態でなければなりません。このように油圧ユ
ニットの性能を利用できます。モータ外縁部が部分的または完全に油面レベルを超えている場合は性能が低下する恐れがあり
ます。液面がモーターの4分の1の高さを超えている場合,無負荷運転はできませんが反復運転は可能です。液面がさらに下がる
場合はモーターから発生する熱をチェックする必要があります。（VDE0530に準拠した測定）この温度（抵抗）チェックはポン
プが負荷をかけた状態でのシーケンス動作時に温度上昇が検出できるまで繰り返し行います。流体温度は約80℃,コイル温度は
約130℃です。（絶縁等級B）

ポンプは巻き線が高さh1より下であれば任意の位置に
取り付けできます。

ポンプはサクションが高さh2より下の位置にあれ
ば任意の位置に取付できます。

ポンプのサイズ,ギアポンプや選定したサク
ションにより変わります。（詳細は4項,6項
の図面を参照）

タイプMPN...-H...は回転方向を確認する必要はありません（流れ方向は変わらない）が、タイプMPN.. Z (HZ, IZ). について
は必ず確認する必要があります。油圧ユニットが取り付いた状態で回転方向を確認することはできないため、取付前にタンク
に半透明のホースをPポートに繋ぎ,（2口の場合は2つのPポートあり）,ギアポンプの吐出を確認してください。吐出が確認で
きればOKです。吐出が各位人できない場合はモータの配線の3つの内の2つを入れ替えて回転方向を反転させで、再度確認して
ください。タイプ MPN.. Z (HZ, IZ)ポンプは反時計回りに動き、吐出状態になります。
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状態1から3までの異なる負荷状況により,圧力ポートp1,p2に基づいて製品の(pVg) calc. ≦(pVg) calc.maxを確認しなけれ
ばなりません。 最高使用圧力PK,PWを必ず確認してください。（詳細は2.1項もしくは2.2項参照）

状況1 状況2 状況3

形式

1台のポンプ（Vp1は負荷
がかかり、他方はアン
ロード,p1=p

アンロード作動時,約3barの背圧がかかります。

ギアポンプ

両方のポンプが同じ圧力
に対して作動する場合,

下の曲線は1つのガイド
ラインです。消費電流値
からモータ保護スイッチ
の発熱量を想定すること
ができます。

両方のポンプは異なる圧
力で同時に作動

モ
ー
タ
ー
電
流
値

ラジアルピストンポンプ

通常の電圧値以外で、モーター電
流値のガイドラインから計算でき
ます。例えば

油圧仕事量

ギアポンプ

モ
ー
タ
ー
電
流
値

ラジアルピストンポンプ

油圧仕事量
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コンパクトポンプユニットタイプMPNの想定される平衡温度は,局所的な運転条件に左右されます。さまざまな運転状態に有効で
あり、関連性はありません。想定される平衡-超過温度や許容温度,相対的負荷時間の推測は大まかなガイドラインであり,一般
的な回路やスロットルデバイス（リリーフバルブ,レデューシングバルブ,フローコントロールバルブ,スロットルバルブの作動
時間）がない装置に適用されます。 
このような追加スロットルデバイスが備わっていて,運転サイクルごとの相対負荷時間率がおよそ30%EDを超えるような場合は,
実際の負荷条件や運転条件の下で上昇温度を監視しておく必要があります。

作動油を充填した状態の平衡温度（最高約80℃） 
負荷に応じた平衡-超過温度（計算例を参照） 
コンパクトポンプユニットが設置されている直近の周囲温度 
1サイクルごとの計算平均圧力T=tB+tA（計算値,実施の圧力ではありません） 
1サイクルごとの負荷時間 
1サイクルごとの停止時間 
負荷圧力tB内の圧力p1,2,3...ごとの時間 
負荷圧力tB内の時間t1,2,3...ごとの圧力 
1サイクルごとの相対的負荷時間率

計算例：

サイクル時間

（計算値）よって

曲線はタンクサイズと油圧仕事量の平均値に関連して超過温度のガイドラインが示されます。

タンク

タンクB10,MPN44を60%ED, pmVg =346時の平衡温
度上昇は48℃です。周囲温度が25℃であれば
υoilB=25+48=73℃になります。 
設計と流量は正確なED値範囲平衡-超過温度に影
響を与えます。 
 
 
傾向：

平
衡
-超
過
温
度

Qpu>8l/minの上限範囲 
モータ回転数>2700rpmの上限範囲 
モータ回転数範囲1350~1800rpmの下限範囲

油圧仕事量（中心値）
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油圧仕事量（中心値）

油圧仕事量（中心値）



5.7 

MPN...-H...
MPN...-Z...
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モーター保護スイッチは他に影響されず、常に作動し続けるよう調整しなければなりません。圧力制御バルブの圧力設定が高
に設定されていたり,圧力スイッチの緊急停止が故障したためにモーターが加熱することから回避しなければならないことに対
し,保護スイッチの適切な設定のガイドラインはIEは一般的に0.7IMであり,Pmax作動時は0.65IM,低負荷時では0.8IMです。モー
ター電流IMは5.4項にある圧力制御バルブのさまざまな圧力設定を確認できます。

注記：油圧ユニットの温度管理については2項,表4を参照してください。

騒音上限レベル： 騒音上限レベル：

騒
音
レ
ベ
ル

騒音下限レベル： 騒音下限レベル：

(l/min)流量 流量 (l/min)

負荷圧作動時の音レベルは,作動中の騒音を想定するためのものです。測定環境により騒音幅があります。流量が大きいもの
は上限値,流量が小さいものは下限値に近づく傾向にあります。2口ポンプの場合,2台のポンプを合わせた騒音値と同等か、そ
れ以上になります。油圧ユニットは構成する部品による共振で騒音が増幅されるため,” 防振ゴム” の使用をお勧めします。
それにより、騒音を最小限に抑えることが出来ます。油圧ユニットから機器への配管は短いホースを使用して接続することを
お勧めします。"防振ゴム"についての詳細は各メーカーの資料を参照してください。

測定条件： 静寂性の高い作業部屋：干渉レベル約32dB(A); 
測定ポイントは床から1mの高さ; 
消音パネル上（高さ50mm）ポンプ取付,1m周囲障害物なし

テスト対象： HAWE標準タンク搭載の油圧ユニット

測定機器： 精密音圧測定器IEC651 KI.I

テスト時の作動油粘度：

油圧ユニット（誘導電動機,EN60034-1 12.1.2.1項）がシステム（例：電源,EN60034-1　6項）に接続されている場合,過度の
スパイクノイズ（EN60034-1 19項）は発生しません。EN 60034-1 12.1.2.1項に準拠したテストであり,VDE0530-1は必要あり
ません。 
 
電磁場はモーターのON-OFF切換時に発生します。この現象を最小限に抑えるためのフィルタとしてタイプ23140,3・
400VAC4kW50-60Hz（Murr-Elekronik社,D-71570　Oppenweiler)があります。 
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サクション部品はポンプが必要可能な液面以下になる場合に有効になります。サクション部品は一体形部品として供給します。
ネジ接続部はエアーの混入をさけるため,注意深く取付けしなければなりません。継手の2から3ピッチ後にPTFEシールテープを
テーパーネジ部に巻き始めるのがベストです。それによってシールテープが油圧回路への混入を防ぎます。 
流体がモーター作動中に液面が外縁部を下回った場合,巻き線部が温度上昇するため、小流量,高圧でポンプのテストを行い、
チェックする必要があります。

図面番号 
（ポンプ形式用）

構成部品主な寸法

図

ストレーナ 継　手

図番

図番

図番

図番

図番

図番

図番

SW

SW



 

H

50

L

22

図面番号 
（ポンプ形式用）

主な寸法 構成部品
ストレーナ 継　手 アダプタ

図

図番

図番

図番

図番

図番

図番

図番

図番

図番

SW

SW
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